学校低学年　　　学　級　活　動　学　習　指　導　案
平成　　年　　月　　日（　）第　時限　　教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　担任　　　　（Ｔ１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校栄養職員（Ｔ２）　　　　
１　主　　題　　朝ごはんを食べよう
２　本時の指導
 (1)　本時の願い
　　　朝ごはんの大切さを理解させ、毎日朝ごはんを食べることの習慣づけをはかりたい。

　　また、朝ごはんをおいしく食べる方法を考えさせることで、１日の生活リズムの重要性に気づかせ、自分が実践できる目標を立てられるようにしたい。
 (2)　目標
　　・　朝ごはんを食べようとする意欲をもつことができる。（関心・意欲・態度）
　　・　1日の生活における、朝ごはんと生活リズムの大切さを理解する。（知識・理解）

(3)  準備 

紙芝居＜なっとくザ・食教育(東山書房)より＞、　絵パネル、学習プリント(がんばりカード)　　

 (4)　指導過程
	区分
	学　　習　　活　　動
	教師の支援・留意点・評価

	
	
	
［支］支援　・　留意点　・　　　　評価

	つ
か
む
15分
	１　紙芝居「朝ごはんを食べよう」を視聴する。

２　本時のめあてをつかむ。
	· 全員が集中できるよう、大きな声ではっきり読む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（T2）

	
	
	朝ごはんの大切さについて考えよう。
	

	
	
	
	
	

	深
　
め
る
20分
	３　朝ごはんを毎日食べているか振り返る。

４　朝ごはんを食べないとどうなるか考える。

５　朝ごはんを食べる利点について知る。

・あたまがすっきりする

・体が元気に動く

・うんちが出やすくなる

６　朝ごはんをおいしく食べるためには、どうすればいいか考える。

・夜寝る前には食べない

・早寝早起きをする
	· 毎日朝ごはんを食べてくる子、朝ごはんを食べない

日がある子を挙手させ確認する。(T1)

・ 毎日食べている子も考えられるようにする。(T2)

[支]  紙芝居の主人公が朝ごはんを食べないとどうなったか思い出させる。(T1)

[支]　食べた日と食べなかった日はどこが違うか考えさせる。(T2)

· 絵パネルを使用する。(T2)

· 紙芝居の内容を思い出させ、1日の生活の中から改

 できる点を探させる。(T2)



	
	
	
	[知・理]　朝ごはんの利点やおいしく食べる方法について考え、進んで発表することができる。
	

	
	
	

	ま
と
め
る
10分
	７ 「朝ごはんたべたカード」に明日からがんばりたいことを書き発表する。

８　一週間の取り組みについて聴く。
	［支］　机間指導をしながら、なかなか書けない児童には助言する。(T1・T2)

[関・意・態]　自分の生活に即した目標を立て、実践していく意欲がもてたか。


３　反　　省

４  高　　評


　　　　　ねん　　　　　くみ

なまえ　　　　　　　　　　　　　　　


· あしたから いっしゅうかん チェック しましょう。
・はやねはやおき できましたか？　できたひと は EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(まる),○) できなかったひと は EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ばつ),×)
・あさごはんをたべましたか？　たべたひと は EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(まる),○) なにもたべなかったひと は EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ばつ),×) 
	ひにち
	日（　）
	日（　）
	日（　）
	日（　）
	日（　）
	日（　）
	日（　）

	はやね

（　時　　分）
	
	
	
	
	
	
	

	はやおき

（　時　　分）
	
	
	
	
	
	
	

	あさごはん
	
	
	
	
	
	
	


☆ いっしゅうかん“がんばりたいこと”は がんばれましたか？　　　

はい　　・　　　いいえ

えいようし から ひとこと





おうちのかたからひとこと





えいようしからひとこと





あしたからがんばりたいこと








